
1 / 2 ページ

　開 催 日 及 び 場 所

　　委　       　　員

　　審 議 対 象 期 間

　　抽　 出 　案 　件 ３件　 （備　　考）

　　　（内 　 訳）

競争入札

　　最低価格落札方式 ２件　

　　総合評価方式 １件　

随意契約

　　企画競争 件　

　　公募 件　

　　不落・不調 件　

　　特命（企画競争及び公募
　　を除く）

件　

応札（応募）業者数１者 　件　

委員からの意見・質問、それら
に対する回答等 意見・質問 回答等

一者応札となった理由は何か。 仕様書を取得した事業者で入札に参
加しなかった者にヒアリングを行っ
たところ、準備期間が短いこと、要
件としていた情報セキュリティーの
確保や年齢基準を満たせないことが
理由であった。当初の入札が不調に
なったので、年齢基準を緩和したと
ころ１者の応札となった。

情報セキュリティーの要件はかなり
厳しいものか。

社内でコンプライアンス体制を整え
ており、それを書面で提出できれば
良いので、それほど厳しいとは考え
ていない。

予定価格の適切性はどのように確保
されているのか。

積算資料の価格と事業者から徴取し
ている参考見積書の価格を比較検討
し安価なものを採用している。

予定価格を適正に積算し、公告時期
を早期に行うこと、年齢基準の緩和
などの取組みをお願いしたい。

復興庁入札等監視委員会第６回定例会議議事審議概要

　　平成３０年３月１４日（水）、復興庁本庁

阿部　博友　　一橋大学大学院法学研究科教授
中里　実　　　東京大学大学院法学政治学研究科教授
＊樫谷　隆夫委員は欠席　　　　　　　　　　　【敬称略】

　　平成２９年４月１日（土）～平成２９年９月３０日（土）

　

抽出事案審議の他に調達改善に
係る取組について報告を行った。

（契約方式）
競争入札　最低価格落札方式

（契約件名）
平成２９年度復興庁本庁の自動車
運行管理業務
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一者応札となった理由は何か。 参考見積書の提出を受けたものの、
入札に参加しなかった者にヒアリン
グを行ったところ、他の契約で業務
が過多になっており、会社として業
務を遂行する余裕が十分にないとい
うことが理由であった。

当該業務は企業会計の専門家でない
と難しく、対応できる人材や法人が
限られている、ということか。

そのように推察できる。

毎年度同じ監査法人が継続して行わ
なくても問題はない業務なのか。

公会計を理解してるところであれば
対応は可能である。

７月に公告したのは何か理由がある
のか。

９月に提出してもらう書類があるた
め、８月から作業を行う日程から考
えて公告を行ったもの。なお、他の
省庁でも同様の業務を発注している
ことを勘案すると早期公告を行うこ
とが１者応札の対応策になると考え
ている。

競争性に問題があるような業務内容
ではないので、出来る限り早期に公
告を行う対応により、競争性の確保
をお願いしたい。

（契約方式）
競争入札　総合評価落札方式

（契約件名）
平成２９年度「新しい東北」交流
会等運営事業

総合評価とした理由はなにか。 ２つの復興イベントを開催するもの
であるが、これには復興事業に関す
る普及展開や関係機関との連携など
の能力を評価する必要があったた
め。

交流会はどこで行われたのか。 仙台と大阪で行った。

大阪で行った理由は何か。 東日本大震災の記憶の風化対策、風
評対策という観点から、東京に次ぐ
第二の都市である関西で被災地の取
組や産品のアピールを行った。

一者応札となった理由は何か。 入札説明会に参加した５者のうちヒ
アリングに協力してくれたのは３者
であった。理由としては、いずれも
他の業務との兼ね合いで、人員の確
保が難しい、ということであった。

落札した事業者は、前回契約した事
業者と同様のところか。

前回契約した事業者とは異なる事業
者が落札した。

どこの事業者でも対応できる業務で
はないと考えられるが、競争性の確
保のため、入札に参加してもらえる
よう入札説明会の前広な呼びかけを
お願いしたい。また、一者である場
合には価格の精査をしっかり行うこ
とが必要と考える。

委員会による意見等の具申の内
容

（契約方式）
競争入札　最低価格落札方式

（契約件名）
平成２８年度特別会計財務書類(東
日本大震災復興特別会計)及び復興
庁所管省庁別財務書類等作成業務

　なし

※必要があるときは、各欄の配置を著しく変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加え
ることができる。
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